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コミュニケーション × 笑い ＝ 相手のこころをグッとつかむ！

放送作家がプロデュースする
コミュニケーション「笑利」の方程式
笑いのあるところにネガティブな空気は流れません。一流芸人やタレントが心がけているちょっとしたコミュニケーションテク	
ニックを身につけることで、あなたのコミュニケーション力は劇的に進化します。

【日　時】	 平成25年9月25日（水）　9：30～16：30
【会　場】	 京都商工会議所（京都市中京区烏丸通夷川上ル）　※京都市営地下鉄烏丸線 「丸太町」 駅南 ６ 番出口直結
【受講料】	 京都商工会議所会員　16,800円　　一般　25,200円　（消費税込）
【講　師】	 	 放送作家　中山　真 氏・中原　誠 氏　（W マコト）

吉本興業の元芸人で、現在は放送作家として、吉本興業のライブやイベントの台本制作、テレビやラジオなどの
メディアで企画、構成を手掛ける。これまで現場で培われてきた「お笑いのノウハウ」を徹底的に分析し、独自の
コミュニケーション術を開発。放送作家がプロデュースするコミュニケーション進化論の講師として、現在、全国
の企業、学校で活動中。

1.	なぜ『笑い』がコミュニケーションに必要不可欠なのか？
（1）	コミュニケーションにおける笑いの効果とは？
（2）	一流芸人のマインド「なんでやねん力」
（3）	笑い脳に切り替えるコミュニケーション筋トレ	 	

	 【パーソナルワーク】
2.	『笑い』のメカニズムを理解し、人間力とコミュニケーション力を
高める
（1）	そもそも笑いとは？ボケとは？ツッコミとは？
（2）	劇的にコミュニケーション力がアップするツッコミ芸人の習慣を

伝授
（3）	ツッコミから学ぶ超質問力	 【コンビディスカッション】
（4）	相手の心を一瞬でツカむツッコミ術	【グループディスカッション】
（5）	上司・部下との信頼関係を結ぶツッコミの3大原則
3.	コミュニケーションを総合的に磨く『会話のは・ひ・ふ・へ・ほ』
（1）	放送作家流アイデア出しのコツを伝授

（2）	すべらない話の三種の神器「ツカミ・フリ・オチ」
（3）	芸人から学ぶ本番のための練習法
（4）	雑談・商談のプロになるための究極トレーニング
	 「あたかもトーク」	 【グループディスカッション】
（5）	吉本新喜劇から学ぶ最強チームビルディング術
4.	笑いのスキルを磨いて『ビジネスエンターテイナー』に進化する
（1）	漫才師から学ぶプレゼンテーション力
（2）	芸人流自己ブランディング力
（3）	漫才を体感し理想の会話のリズムと間を叩き込む	 	

	 【グループディスカッション】
（4）	笑いを取り入れた効果的な会議や打ち合わせのやり方
（5）	組織活性化の神髄「笑売繁盛」
5.	総括
（1）	人生を切り拓くための笑利の方程式『TEPPAN』
（2）	質疑応答

（1）	人間関係が無限に広がる「笑撃コミュニケーションのノウハウ」を身につける
（2）	芸人のキャラクター化を学び、自分を「ブランド化」する
（3）	“漫才”の間の取り方から「ビジネストーク術」を学ぶ
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